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大お
お

崎さ
き

遺
跡
の
地
元
説
明
会
開
催
し
ま
す 

　

今
年
度
の
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
は
五
月
よ
り
始
ま
り
、
足
掛

け
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
、
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し

も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
調

査
が
終
了
し
、
大
崎
遺
跡
の
調
査
は
継
続
中
で
す
。
な
お
、
上
ヲ
ロ
ウ
・

下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会
で
紹
介
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
七
月
か
ら
は
下し
も

延の
べ

坂ざ
か

遺
跡
の
調
査
を
開
始
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
も
調
査
中
の
大
崎
遺
跡
は
、
二
頁
で
紹
介
し
た
よ
う
な

形
で
、
今
年
度
も
新
た
な
発
見
が
日
々
続
い
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
八
月
二
〇
日
の
土
曜
日
に
、
大
崎
遺
跡
の
地
元
説

明
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
鎌か
ま

倉く
ら

時
代
の
水
田
跡
を
は
じ
め
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時
代
・
弥や

生よ
い

時
代
の
遺い

構こ
う

と
遺い

物ぶ
つ

が
ま

と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。
昨
年
一
二
月
一
九
日
の
説
明
会
は
雪
の
中

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
残
暑
厳
し
い
中
で
の
開
催
と
な
り

そ
う
で
す
。
開
催
に
際
し
て
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
に
留
意
い
た
し
ま
す
。
ご
来
場
時
は
暑
さ
対
策
も
忘
れ
ず
に
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
永
井
宏
幸
）

図１　大崎遺跡地元説明会の案内図

日時：令和 4年 8月 20 日（土）午前 11時〜　　場所：大崎遺跡発掘調査現場

※現地で見つかった遺構と遺物について、調

査員が解説します。

※履き慣れた靴でお越しください。

※現地で説明会資料を配布します。

※お車でお越しの方は、「川向公会堂前」バス

停から県道４３２号線（小松田口線）に入っ

て１km ほどお進みください。

雨天の場合は中止とします。

問い合わせ先：080-1571-4985（永井）

設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
展
示
中
で
す　

　

町
役
場
の
道
路
を
挟
ん
だ
東
側
に
設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所
の
「
広
報
展
示
室
」
が
、
今
年

の
四
月
二
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
ま
す
。
設
楽
ダ
ム
周
辺
の
地
形
模
型
に
映
し
出
さ
れ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
は
じ
め
、
豊
川
水
系
の
衛
星
写
真
、
設
楽
ダ
ム
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
設
楽
ダ
ム
事
業
に
関
わ
る
事
柄
が
ま
と
め
て
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。「
設
楽
ダ
ム
だ
よ
り
」
第
一
三
九
号
お
よ
び
第
一
四
〇
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
皆
様
も
ご
存
じ
か
と
存
じ
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
設
楽
ダ
ム
広
報
展
示
室
の
一
角
に
、
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
埋
蔵
文

化
財
の
展
示
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
「
設
楽
ダ
ム
だ
よ
り
」
第
一
四
一
号
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
展
示
を
実
施
し
た
担
当
か
ら
改
め
て
ご
紹
介

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
大
き
く
以
下
の
二
点
で
す
。
一
点
目
は
設
楽
ダ
ム
の
関
連

調
査
で
出
土
し
た
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
で
す
。
二
点
目
は
縄
じ
ょ
う

文も
ん

時
代
と
弥や

生よ
い

時
代
の
流
れ

を
、出
土
土
器
を
用
い
て
展
示
す
る
こ
と
で
す
。
展
示
資
料
は
、小
松
地
区
の
笹さ
さ

平
だ
い
ら

遺
跡
と
、

川
向
地
区
の
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
出
土
土
器
に
し
ま
し
た
。
ど
の
資
料
も
保
存
状
況

が
良
好
で
、
設
楽
ダ
ム
関
連
調
査
の
資
料
を
代
表
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
、
笹
平
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
弥
生
時
代
前
期
の
条
じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

壺
は
と
て
も
大
き

く
、
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
お
墓
の
一
種
で
あ
る
土ど

器き

棺か
ん

墓ぼ

の
棺
の
身
と
し
て
用
い
ら

れ
た
も
の
で
す
。
土
器
の
作
り
方
を
見
ま
す
と
、
胴
部
を
中
心
に
縄
文
時
代
の
土
器
づ
く
り

の
伝
統
が
あ
る
一
方
、
頸
部
よ
り
上
は
弥
生
時
代
の
土
器
づ
く
り
の
方
法
が
色
濃
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
が
、
設
楽
地
域
の
考
古
学
的
事
情
を
象
徴
す
る
と
言
え
ま
す
。

　

展
示
は
、
六
月
三
〇
日
か
ら
八
月
二
二
日
ま
で
の
、
月
・
木
・
金
曜
日
の
、
一
〇
時
か
ら

一
二
時
、
一
三
時
か
ら
一
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
資
料
は
、
奥
三
河
郷
土

館
で
八
月
三
〇
日
か
ら
始
ま
る
令
和
四
年
度
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
秋
の
埋
蔵
文
化

財
展
「
悠
久
の
記
憶
〜
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成
果
展
〜
」
に
も
展
示
予
定
で
す
が
、
今

回
の
展
示
は
こ
れ
と
は
趣
向
を
変
え
た
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
、
広
報
展
示
室
で
の
展
示
を
ご
覧
頂
き
、
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
と
の
違
い
を
確
認
し
て

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。（
川
添
和
暁
）

図９　設楽ダム工事事務所 広報展示室での展示の様子
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大お
お
さ
き崎

遺
跡
に
つ
い
て　

　

大
崎
遺
跡
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
昨
年
度
の

調
査
成
果
と
今
年
度
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
調
査
は
、
①
中
世
の
水
田
関
連
遺
構
、
②
縄
文
時
代
中
期
〜
弥
生
時
代
中
期
の

集
落
、
③
縄
文
時
代
早
期
の
遺
構
、
以
上
３
つ
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
中
世
の
水
田
関
連
遺
構
は
、
調
査
区
の
北
東
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
展
開
し
て
い

ま
し
た
（
図
２
黒
い
点
線
で
囲
っ
た
範
囲
）。
遺
構
は
、
導ど
う

水す
い

路ろ

と
畦け
い

畔は
ん

、
耕
作
土
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
区
画
の
田
面
は
約
４
m
四
方
を
測
り
、
中
世
の
水
田
と
し
て
は
比
較
的

小
区
画
の
田
面
で
す
。
類
例
は
非
常
に
少
な
く
貴
重
な
発
見
と
言
え
ま
す
。
遺
物
は
伊
勢
型

鍋
や
山
茶
碗
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
縄
文
時
代
中
期
（
橙
色
）
〜
弥
生
時
代
中
期
（
黄
色
）
の
遺
構
は
、
水
田
関
連
遺

構
の
直
下
、
調
査
区
の
南
西
部
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
（
図
２
橙
色
の
点
線
で
囲
っ
た
範

囲
）。
遺
構
は
竪た
て

穴あ
な

建た
て

物も
の

跡あ
と

が
二
〇
棟
近
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
長
期
間
居
住
地
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。（
図
４
）。
こ
れ
ら
竪
穴
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
た
箇
所
の
さ
ら
に
西
で
は
、

縄
文
時
代
後
期
末
か
ら
晩
期
ご
ろ
の
遺
構
と
遺
物
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
主
な
遺
構
と
し
て

は
竪
穴
建
物
跡
と
土ど

坑こ
う

墓ぼ

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
茶
色
）。

　

最
後
に
、
縄
文
時
代
早
期
の
遺
構
は
、
煙え
ん

道ど
う

付つ
き

炉ろ

穴あ
な

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
土

坑
を
連
結
し
た
炉
穴
で
す
。
礫
を
入
れ
て
改
修
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
は
ど
の
よ
う
な
成
果
が
予
想
さ
れ
る
の
か
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
度
の
調
査
区
の
北
側
に
あ
る
２
２
Ａ
区
で
す
が
、
中
世
の
水
田
関
連
遺
構
の

続
き
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
の
調
査
成
果
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
大
崎
遺
跡
に
展
開
し
て

い
た
水
田
関
連
遺
構
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
調
査
で
縄
文
時
代
草
創
期
以
前
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
遺
物

が
分
布
す
る
区
域
を
２
２
Ｂ
区
と
し
て
追
加
調
査
し
ま
す
。
石
器
な
ど
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
の
調
査
で
ど
の
よ
う
な
遺
構
が
見
つ
か
る
の
か
、
今
後
速
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。(

社
本
有
弥)

図 3　大崎遺跡の中世の水田跡

図 4　大崎遺跡 22A 区の調査風景

上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し

も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
に
つ
い
て　

　

上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
調
査
は
、
今
年
で
四
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
遺

跡
範
囲
の
北
西
端
に
三
四
〇
㎡
の
調
査
区
が
設
定
さ
れ
、
六
月
十
三
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま

で
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
調
査
の
成
果
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

時
代
・
時
期

遺
　
　
　
構

遺
　
　
　
物

縄
文
時
代
後
期

竪
穴
建
物
跡
か

縄
文
土
器
・
石
器
（
剥
片
）

鎌
倉
・
室
町
時
代
以
降

道
状
遺
構

灰
釉
陶
器
片
・

山
茶
碗
・
土
師
鍋
片

戦
国
期
〜
江
戸

平
坦
面
・
整
地
層

瀬
戸
美
濃
系 

小
皿

江
戸

土
坑
（
墓
坑
か
）

青
銅
製
品
（
キ
セ
ル
片
）

　

今
回
、
特
に
注
目
さ
れ
る
成
果
は
、
道
状
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
調
査
直
前
に

上
ヲ
ロ
ウ
集
落
内
へ
入
る
道
で
あ
っ
た
こ
の
場
所
は
、
明
治
時
代
初
期
の
地
籍
図
や
近
世
後

半
の
村
絵
図
に
も
、
集
落
に
入
る
道
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、

実
際
の
発
掘
調
査
で
そ
の
存
在
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
道
状
遺
構
は
、
も
と

も
と
浅
い
凹
み
の
溝
の
よ
う
な
形
状
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
土
を
入
れ
て
整
地
を
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。整
地
層
に
は
周
囲
の
片
麻
岩
礫
の
ほ
か
、炭
化
物
粒
や
焼
土
が
所
々

に
散
在
し
て
お
り
、
埋
め
ら
れ
て
い
る
様
子
を

観
察
で
き
ま
し
た
。
整
地
層
内
か
ら
は
古
代
の

灰
釉
陶
器
片
や
中
世
前
半
の
山
茶
碗
・
土
師
鍋

片
が
出
土
し
て
お
り
、
整
地
自
体
は
中
世
前
半

期
以
降
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
道
状
遺
構
は
、
北
東
側
に
の
ぼ
る
と
こ
ろ

で
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
の
平
坦
面
造
成
に

よ
っ
て
、
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
の
調
査
で
は
、
現
地
で
の
説
明
会
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
で
し
た
。
ｗ
ｅ
ｂ
に

よ
る
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
改
め

て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。　
（
川
添
和
暁
）

図６　道状遺構の土層断面
（焼土の堆積が見られます。）

図７　道状遺構の検出状況
（南西より　白線内が遺構）

図５　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡全景
（北東より　白矢印が今年度調査区の位置）

図２　大崎遺跡全体図図８　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡 22 区遺構位置図
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大お
お

崎さ
き

遺
跡
の
地
元
説
明
会
開
催
し
ま
す 

　

今
年
度
の
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
は
五
月
よ
り
始
ま
り
、
足
掛

け
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
、
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し

も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
調

査
が
終
了
し
、
大
崎
遺
跡
の
調
査
は
継
続
中
で
す
。
な
お
、
上
ヲ
ロ
ウ
・

下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会
で
紹
介
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
七
月
か
ら
は
下し
も

延の
べ

坂ざ
か

遺
跡
の
調
査
を
開
始
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
も
調
査
中
の
大
崎
遺
跡
は
、
二
頁
で
紹
介
し
た
よ
う
な

形
で
、
今
年
度
も
新
た
な
発
見
が
日
々
続
い
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
八
月
二
〇
日
の
土
曜
日
に
、
大
崎
遺
跡
の
地
元
説

明
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
鎌か
ま

倉く
ら

時
代
の
水
田
跡
を
は
じ
め
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時
代
・
弥や

生よ
い

時
代
の
遺い

構こ
う

と
遺い

物ぶ
つ

が
ま

と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。
昨
年
一
二
月
一
九
日
の
説
明
会
は
雪
の
中

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
残
暑
厳
し
い
中
で
の
開
催
と
な
り

そ
う
で
す
。
開
催
に
際
し
て
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
に
留
意
い
た
し
ま
す
。
ご
来
場
時
は
暑
さ
対
策
も
忘
れ
ず
に
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
永
井
宏
幸
）

図１　大崎遺跡地元説明会の案内図

日時：令和 4年 8月 20 日（土）午前 11時〜　　場所：大崎遺跡発掘調査現場

※現地で見つかった遺構と遺物について、調

査員が解説します。

※履き慣れた靴でお越しください。

※現地で説明会資料を配布します。

※お車でお越しの方は、「川向公会堂前」バス

停から県道４３２号線（小松田口線）に入っ

て１km ほどお進みください。

雨天の場合は中止とします。

問い合わせ先：080-1571-4985（永井）

設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
展
示
中
で
す　

　

町
役
場
の
道
路
を
挟
ん
だ
東
側
に
設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所
の
「
広
報
展
示
室
」
が
、
今
年

の
四
月
二
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
ま
す
。
設
楽
ダ
ム
周
辺
の
地
形
模
型
に
映
し
出
さ
れ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
は
じ
め
、
豊
川
水
系
の
衛
星
写
真
、
設
楽
ダ
ム
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
設
楽
ダ
ム
事
業
に
関
わ
る
事
柄
が
ま
と
め
て
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。「
設
楽
ダ
ム
だ
よ
り
」
第
一
三
九
号
お
よ
び
第
一
四
〇
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
皆
様
も
ご
存
じ
か
と
存
じ
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
設
楽
ダ
ム
広
報
展
示
室
の
一
角
に
、
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
埋
蔵
文

化
財
の
展
示
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
「
設
楽
ダ
ム
だ
よ
り
」
第
一
四
一
号
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
展
示
を
実
施
し
た
担
当
か
ら
改
め
て
ご
紹
介

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
大
き
く
以
下
の
二
点
で
す
。
一
点
目
は
設
楽
ダ
ム
の
関
連

調
査
で
出
土
し
た
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
で
す
。
二
点
目
は
縄
じ
ょ
う

文も
ん

時
代
と
弥や

生よ
い

時
代
の
流
れ

を
、出
土
土
器
を
用
い
て
展
示
す
る
こ
と
で
す
。
展
示
資
料
は
、小
松
地
区
の
笹さ
さ

平
だ
い
ら

遺
跡
と
、

川
向
地
区
の
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
出
土
土
器
に
し
ま
し
た
。
ど
の
資
料
も
保
存
状
況

が
良
好
で
、
設
楽
ダ
ム
関
連
調
査
の
資
料
を
代
表
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
、
笹
平
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
弥
生
時
代
前
期
の
条
じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

壺
は
と
て
も
大
き

く
、
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
お
墓
の
一
種
で
あ
る
土ど

器き

棺か
ん

墓ぼ

の
棺
の
身
と
し
て
用
い
ら

れ
た
も
の
で
す
。
土
器
の
作
り
方
を
見
ま
す
と
、
胴
部
を
中
心
に
縄
文
時
代
の
土
器
づ
く
り

の
伝
統
が
あ
る
一
方
、
頸
部
よ
り
上
は
弥
生
時
代
の
土
器
づ
く
り
の
方
法
が
色
濃
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
が
、
設
楽
地
域
の
考
古
学
的
事
情
を
象
徴
す
る
と
言
え
ま
す
。

　

展
示
は
、
六
月
三
〇
日
か
ら
八
月
二
二
日
ま
で
の
、
月
・
木
・
金
曜
日
の
、
一
〇
時
か
ら

一
二
時
、
一
三
時
か
ら
一
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
資
料
は
、
奥
三
河
郷
土

館
で
八
月
三
〇
日
か
ら
始
ま
る
令
和
四
年
度
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
秋
の
埋
蔵
文
化

財
展
「
悠
久
の
記
憶
〜
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成
果
展
〜
」
に
も
展
示
予
定
で
す
が
、
今

回
の
展
示
は
こ
れ
と
は
趣
向
を
変
え
た
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
、
広
報
展
示
室
で
の
展
示
を
ご
覧
頂
き
、
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
と
の
違
い
を
確
認
し
て

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。（
川
添
和
暁
）

図９　設楽ダム工事事務所 広報展示室での展示の様子




